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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】ランプの消灯や光量低下の原因を使用者に告知
し、ランプを正常に点灯させる処置を速やかに行える内
視鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡装置は、被写体を照らす照明光を出
射するランプ２２と、このランプを点灯させるための電
力を供給する電力供給手段２４とを具備する。さらに、
内視鏡装置は、ランプ２２若しくはこのランプ２２の近
傍に配置され、ランプに関わる所定の条件を検出する条
件検出手段と、この条件検出手段の検出結果に基づき、
前記ランプの状態を術者に告知する告知手段と具備す
る。条件検出手段は、前記ランプ又はランプ近傍の温度
が所定の温度以上であるか否かを検出する温度検出手段
２７、または、前記電力供給手段からランプに供給され
る電流若しくは電圧が所定の電流値又は電圧値以下であ
るか否かを検出する電力検出手段５１である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】被写体を照らす照明光を出射するランプ
と、このランプを点灯させるための電力を供給する電力
供給手段とを具備する内視鏡装置において、
前記ランプ若しくはこのランプ近傍に配置され、ランプ
に関わる所定の条件を検出する条件検出手段と、
この条件検出手段の検出結果に基づき、前記ランプの状
態を告知する告知手段とを具備することを特徴とする内
視鏡装置。
【請求項２】前記条件検出手段は、前記ランプ又はラン
プ近傍の温度が所定の温度以上であるか否かを検出する
温度検出手段であることを特徴とする請求項１記載の内
視鏡装置。
【請求項３】前記条件検出手段は、前記電力供給手段か
らランプに供給される電流又は電圧が、所定の電流値又
は所定の電圧値以下であるか否かを検出する電力検出手
段であることを特徴とする請求項１記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡に関し、特
に、内視鏡に設けられた照明光学系に観察用の照明光を
供給するランプを備えた内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知のように電子内視鏡装置は医用分野
や工業分野にて広く使用されている。特に、医用分野で
使用される電子内視鏡装置は、細長の挿入部を患者の体
腔内に挿入して臓器の観察、診断、処置等に用いられて
いる。このため、使用中に不具合が発生したとき人体に
悪影響を与えることがないように、様々な構成が盛り込
まれている。
【０００３】一般的な電子内視鏡装置では光源装置に設
けられているランプを点灯させ、そのランプの出射光を
集光レンズにて電子内視鏡（以下内視鏡と略記する）に
設けられている照明光用コネクタに集光し、この集光し
た光を内視鏡に配設されているライトガイドによって内
視鏡先端部まで導き、照明レンズを介して被写体に向け
て照明光を照射するようになっている。
【０００４】照明光によって照らされた被写体の観察像
は、内視鏡先端部に配されている観察レンズにより、先
端部に内蔵され、挿入部内を挿通するケーブルを介して
電源や駆動パルスが供給されるＣＣＤ等の固体撮像素子
（以下ＣＣＤとして記載する）の撮像面に結像される。
そして、このＣＣＤで光電変換された光学像の撮像信号
は、外部機器であるビデオプロセッサで映像信号に変換
され表示装置へ出力される。また、このビデオプロセッ
サに接続されているキーボードによって入力された日付
や管理番号等の各種データは、表示装置の画面上に表示
されている内視鏡観察画像とともに表示されるようにな
っている。
【０００５】前記内視鏡の挿入部は、患者の口や肛門か
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ら体腔内へ挿入されるため、挿入性を考慮して太さには
制約がある。また、前記ライトガイドの材質等の特性に
より、被写体へ向けて照射される照明光量は、光源装置
のランプから出射される出射光量より減衰する。このた
め、光量に減衰が生じても観察に支障のない光量が得ら
れるように、予め光源装置には大電力のランプが搭載さ
れている。
【０００６】一般的に、大電力ランプは、発熱量が大き
い。そのランプを閉鎖的な空間である光源装置筐体内に
収めるため、光源装置には送風ファンや通風口等の冷却
手段を設けている。このことによって、装置筐体内の温
度が筐体内に備えられている電子回路等が正常に動作す
る温度に冷却されている。
【０００７】しかし、送風ファンの不具合や通風口が何
らかの原因で塞がれてしまった場合には冷却が正常に行
われなくなる。すると、ランプの発熱によって装置筐体
内の温度が電子内視鏡装置の仕様以上に上昇して、前記
電子回路等に不具合を発生させるおそれがある。
【０００８】このため、筐体内に温度検出手段を設け、
ランプ又は筐体内の温度が所定温度以上になった場合に
ランプを消灯させることにより、筐体内温度が所定温度
以上に上昇することを防止していた。
【０００９】また、光源装置に搭載されるランプは、ラ
ンプ寿命によって異常が生じるおそれがある。このラン
プの異常としては例えば、ハロゲンランプの場合、タン
グステンの断線、溶着が生じることによるランプの印加
電流、印加電圧の低下がある。ランプにこのような異常
が生じた場合には、ランプの消灯又は光量低下により、
被写体の観察に必要な照明光が得られなくなって観察を
行えなくなってしまう。
【００１０】その対策として、特開平１０－１９２２３
８号公報には、複数のランプを光源装置へ搭載し、使用
しているランプ以外のランプを待機状態にすることによ
り、使用しているランプに異常が発生した場合、使用し
ているランプと待機状態のランプとを切り替えて、待機
ランプを点灯させることによって観察を引き続き行える
ようにした構成が示されている。
【００１１】しかし、ランプを切り換えられる構成にし
た場合、切り換わった結果、何らかの原因でランプの配
置位置が集光レンズによって集光されるのに適正な位置
とならない場合があり、その場合ランプからの出射光が
十分に集光されず、観察に必要な照明光量が得られなく
なるおそれがあった。
【００１２】このような観察ができなくなる問題の他に
も、点灯するランプが切り替わったことによって、発熱
源の位置が変化することにより冷却効率に変化が生じ
て、ランプ及び筐体内の温度が異常に上昇する不具合が
発生するおそれがあった。
【００１３】これらの不具合を解消するため、使用する
ランプが適正な位置に配置されているか否かを検知する
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ランプ位置検出手段を設けたものがある。そして、この
ランプ位置検出手段によってランプ位置が正常な位置に
配置されていないことが検知された場合、ランプを消灯
状態にして、ランプ及び筐体内の温度が異常に上昇する
ことを防止するようにしていた。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな装置において、上述したようにランプが消灯状態に
なっている場合、従来技術においては光源装置の冷却手
段の不具合のため筐体内の温度が上昇することを防止す
るためにランプが消灯しているのか、又はランプ寿命に
よってランプが消灯若しくは光量低下しているのか、又
はランプが正常な位置に配置されていないことによって
照明光が集光されずに光量低下若しくはランプが消灯し
ているのか等の原因が使用者にわからない状態で、術者
は観察に適した照明光量を得られなくなって、観察を中
断させていた。
【００１５】そして、この中断を解除するため、取扱い
説明書を参照してランプの消灯原因又は光量低下がどの
ような理由であるかを理解して対処するようにしていた
が、取扱い説明書を見ての対処は煩わしく、対応の迅速
性に欠け、観察の復帰を速やかに行えないという問題が
あった。
【００１６】
【課題を解決するための手段】本発明は上記事情に鑑み
てなされたものであり、ランプの消灯や光量低下の原因
を使用者に告知し、ランプを正常に点灯させる処置を速
やかに行える内視鏡装置を提供することを目的にしてい
る。
【００１７】本発明の内視鏡装置は、被写体を照らす照
明光を出射するランプと、このランプを点灯させるため
の電力を供給する電力供給手段とを具備する内視鏡装置
において、ランプ若しくはこのランプ近傍に配置され、
ランプに関わる所定の条件を検出する条件検出手段と、
この条件検出手段の検出結果に基づき、ランプの状態を
術者に告知する告知手段とを具備する。
【００１８】さらに好ましくは、前記条件検出手段は、
ランプ又はランプ近傍の温度が所定の温度以上であるか
否かを検出する温度検出手段である。あるいは、前記条
件検出手段は、電力供給手段からランプに供給される電
流若しくは電圧が所定の電流値又は電圧値以下であるか
否かを検出する電力検出手段である。
【００１９】この構成によれば、温度検出手段又は電力
検出手段から告知手段を通して使用者にランプの状態が
告知されることにより速やかな対処を行える。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
【００２１】図１ないし図７は本発明の第１の実施形態
を説明するための図である。図１は、電子内視鏡装置の
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構成を説明するための構成図である。図２は、電子内視
鏡の構成を示す説明するための図である。図３は、内視
鏡装置本体内の構成を説明するためのブロック構成図で
ある。図４は、内視鏡装置本体内に設けたランプ近傍を
冷却するランプと冷却流路との位置関係を説明するため
の図である。図５は、温度検出動作部の切替えスイッチ
の動作を説明するための図である。図６は、内視鏡観察
画像の１例を示す図である。図７は、告知状態の内視鏡
観察画像を示す図である。
【００２２】図１に示すように本実施形態の電子内視鏡
装置は、観察のため患者の体腔内に挿入される挿入部１
１にＣＣＤ等の固体撮像素子（以下ＣＣＤとして記載す
る）を内蔵した電子内視鏡（以下内視鏡と略記する）１
と、内視鏡装置本体２と、キーボード３とにより主に構
成されている。本体２は、挿入部１１に内蔵されている
ＣＣＤから伝送される撮像信号を映像信号に変換する処
理、観察画像や各種データをモニタ（図示せず）などへ
表示させる処理等を行なうプロセッサ部と、内視鏡１に
照明光を供給するための後述するランプを内蔵した光源
部とを、例えば装置筐体内に有している。キーボード３
は、この内視鏡装置本体２に接続され、患者データや観
察データ等の文字や数字の入力を行うためのものであ
る。
【００２３】図１及び図２に示すように内視鏡１は、細
長の挿入部１１と、この挿入部１１の基端部に連設され
た操作部１２と、この操作部１２の側部から延出するユ
ニバーサルコード１３とで構成されている。
【００２４】前記挿入部１１は、先端側から順に硬性な
先端構成部１４、湾曲自在な湾曲部１５、柔軟性を有す
る可撓管部１６を連設して形成されている。前記操作部
１２には前記湾曲部１５を湾曲操作するための湾曲操作
ノブ１７が設けられている。前記ユニバーサルコード１
３の基端部には前記内視鏡装置本体２の装置コネクタ２
ａに着脱自在に接続される照射光を伝送する照明コネク
タ１８ａ、電気信号の入出力を行う信号コネクタ１８ｂ
を備えた内視鏡コネクタ１８が設けられている。
【００２５】前記挿入部１１の先端構成部１４内には観
察部の被写体の光学像を撮像信号に光電変換するＣＣＤ
１９が配置されている。前記挿入部１１、操作部１２及
びユニバーサルコード１３内には前記ＣＣＤ１９から前
記内視鏡コネクタ１８の信号コネクタ１８ｂに延出する
信号ケーブル２０が挿通している。また、前記挿入部１
１、操作部１２及びユニバーサルコード１３内には前記
内視鏡装置本体２のランプから発する出射光を患者体腔
内へ向けて照射する照明光として導くライトガイド２１
が挿通している。
【００２６】図３に示すように前記内視鏡装置本体２に
は前記ライトガイド２１に照明光を供給するランプ２２
等を設けた光源部２３と、前記ＣＣＤ１９から伝送され
る撮像信号に基づいて映像信号を生成する処理、観察画
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像や各種データをモニタへ表示させるための各種制御、
等を行うプロセッサ部３０とが設けられている。
【００２７】また、前記内視鏡装置本体２の装置コネク
タ２ａには前記光源部２３及びプロセッサ部３０にそれ
ぞれ対応する照明光用コネクタ２ｂと電気信号用コネク
タ２ｃとが設けられている。
【００２８】前記光源部２３は、主に照明光を発生する
ランプ２２と、このランプ２２に電源を供給する電力供
給手段であるランプ用電源部２４と、集光レンズ２５
と、冷却用ファン２６と、温度検出動作部２７とで構成
されている。集光レンズ２５は、前記装置コネクタ２ａ
の照明光用コネクタ２ｂに接続される内視鏡コネクタ１
８の照明コネクタ１８ａの端面に前記ランプ２２からの
出射光を集光させるものである。冷却用ファン２６は、
前記ランプ２２から発する熱を装置筐体外部に排出させ
て、このランプ２２やランプ近傍の温度が上昇すること
を防止するためのものである。温度検出動作部２７は、
ランプ２２近傍に配置される条件検出手段であって、ラ
ンプ若しくはランプ近傍の温度が所定の温度以上になっ
たことを検出したとき所定のスイッチング動作を行う温
度検出手段である。
【００２９】図４に示すように前記内視鏡装置本体２に
は冷却のための空気を取り込む吸引口２８ａと、前記冷
却用ファン２６を配置してランプ近傍の熱せられた空気
を外部に排出する排気口２８ｂとを設けて構成した冷却
流路２８が形成されている。
【００３０】図５に示すように、前記温度検出動作部２
７に設けられている切替えスイッチ２７ａは、ランプ近
傍の温度が所定温度以下の場合（以下通常温度状態と記
載する）には実線に示すように短絡状態であり、ランプ
近傍の温度が所定温度以上になった状態（以下、この状
態を異常温度状態と記載する）を検知したとき破線に示
す開放状態にするスイッチング動作を行って検知信号を
ＣＰＵ３１に出力する。つまり、図５に示すように通常
温度状態では前記ＣＰＵに“Ｌ”信号を出力し、異常温
度状態のとき“Ｈ”信号を出力する回路構成になってい
る。
【００３１】一方、前記プロセッサ部３０は、ＣＰＵ３
１と、信号処理部３２と、告知手段である警報告知部３
３とで構成されている。ＣＰＵ３１は、主に前記ランプ
２２の点灯制御等や前記キーボード３から入力された患
者データ、日時、管理番号等のデータを保持する。信号
処理部３２は、前記内視鏡コネクタ１８が接続される装
置コネクタ２ａの電気信号用コネクタ２ｃに接続され、
前記ＣＣＤ１９への電源や駆動パルスの供給、前記ＣＣ
Ｄ１９から出力された撮像信号を受けて映像信号に処理
して表示装置への出力、前記キーボード３から入力され
た日時、管理番号等の表示装置の画面上への表示等の処
理を行なう。警報告知部３３は、前記温度検出動作部２
７で異常温度状態を検出したとき、前記ＣＰＵ３１を通
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して異常温度状態であることを使用者に告知する告知手
段である。
【００３２】上述のように構成した内視鏡装置本体２の
作用を説明する。
【００３３】内視鏡装置本体２のランプ２２が点灯され
ると、このランプ２２からの出射光が集光レンズ２５を
通過して照明光用コネクタ２ｂに接続されている照明コ
ネクタ１８ａの端面に集光されるとともに、冷却用ファ
ン２６が回転を始める。
【００３４】前記照明コネクタ１８ａに集光された光
は、ライトガイド２１によって伝送されて挿入部１１の
先端構成部１４から前方に向かって照明光として照射さ
れていく。
【００３５】前記ランプ２２が点灯状態を続けることに
より、このランプ２２の温度が上昇するとともにランプ
近傍の温度が上昇していく。このとき、前記ランプ２２
が吸引口２８ａ，排気口２８ｂを備えた冷却流路２８中
に配置されているので、前記冷却用ファン２６によって
ランプ近傍の加熱された空気が排気口２８ｂから外部に
排気されるとともに、吸引口２８ａからランプ近傍に外
気が流入してランプ近傍の冷却が行われる。このことに
より、内視鏡装置本体２内の温度が筐体内に備えられて
いる電子回路に不具合や故障を来す温度に上昇させるこ
となく、通常温度状態に保たれる。
【００３６】このとき、前記温度検出動作部２７では、
ランプ近傍が通常温度状態に保たれているので切替えス
イッチ２７ａを短絡状態にして、前記ＣＰＵ３１へ信号
“Ｌ”を出力する。ＣＰＵ３１では信号“Ｌ”が入力さ
れているので、警報告知部３３側へ告知を促す制御信号
を出力しない。
【００３７】照明光によって照らされた体腔内の観察像
は、前記信号処理部３２から供給されている電源や駆動
パルスで駆動されるＣＣＤ１９の撮像面に結像して撮像
信号へ光電変換される。この撮像信号は、信号ケーブル
２０、信号コネクタ１８ｂ、電気信号用コネクタ２ｃを
介して信号処理部３２に入力される。
【００３８】前記ＣＣＤ１９から信号処理部３２に入力
された撮像信号は、相関二重サンプリング等のノイズ低
減処理、ゲインコントロール等の処理が行われ、ＣＰＵ
３１に保持されているデータと共に外部機器であるモニ
タに映像信号として出力される。このことにより、図６
に示すように表示装置の画面４０上に内視鏡観察画像が
表示される。
【００３９】内視鏡観察中、何らかの原因で前記吸引口
２８ａ又は排気口２８ｂ或いは冷却流路２８の中途部が
塞がれてしまった場合や冷却用ファン２６が正常な動作
を行わなくなってしまった場合、冷却が不十分になって
ランプ近傍の温度が上昇する。
【００４０】そして、ランプ若しくはランプ近傍の温度
が所定温度以上になった場合、温度検出動作部２７が異
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7
常温度状態に反応し、すなわち異常温度状態を検出し、
前記切替えスイッチ２７ａを短絡状態から開放状態に切
り換える。このことによって、前記温度検出動作部２７
からＣＰＵ３１に向けて出力されていた信号が“Ｌ”信
号から“Ｈ”信号に変化する。
【００４１】この“Ｈ”信号を受けたＣＰＵ３１では、
温度上昇を防止するためランプ用電源部２４を制御して
ランプ２２への電源の供給を停止させてランプ２２を消
灯するとともに、警報告知部３３に向けて告知を促すた
めの制御信号を出力する。このことにより、警報告知部
３３では装置筐体内が異常温度状態になったことによっ
てランプ２２が消灯していることを術者へ知らせる告知
動作を行う。
【００４２】即ち、前記ＣＰＵ３１は、前記ランプ２２
を消灯させる制御と同時に、前記警報告知部３３に告知
動作を行わせて、図７に示すように内視鏡観察画像上に
異常温度状態になったことによってランプが消灯してい
ることを術者等に知らせる所定のメッセージ或いはマー
クや記号（図示せず）などをメッセージ表示部４１に表
示させて、異常が発生していることを術者に告知する。
なお、告知方法としてはメッセージ、マーク或いは記号
に加えてブザー等で所定の音を発生させて術者に報知す
るようにしてもよい。その場合は、警報告知部３３に発
音制御手段が設けられる。
【００４３】そして、ランプ２２が消灯されたことによ
って、熱発生源がなくなるのでランプ２２及びランプ近
傍の温度が徐々に下がって電子回路の故障等の発生が回
避される。
【００４４】このように、内視鏡装置本体内の発熱源で
あるランプ近傍に、ランプ若しくはランプ近傍の温度が
所定温度以上であるか否かを検出する温度検出動作部を
設けるとともに、異常温度状態を検出したとき術者に以
上温度状態であることを告知する警報告知部を設けた。
従って、万一内視鏡装置本体内の冷却に不具合が生じて
ランプ及びランプ近傍の温度が所定温度以上になったと
き、温度検出動作部からＣＰＵに検知信号が出力され
て、ランプを消灯させて更なる温度上昇を防止する一
方、ランプが消灯した原因を術者に速やかに告知するこ
とができる。
【００４５】このことにより、告知を受けた術者は、冷
却の不具合をなくす対処を行って、速やかに検査の続行
が可能になる。
【００４６】なお、本実施形態においてはＣＰＵ３１が
温度検出動作部２７の発する“Ｈ”信号を受けた際、ラ
ンプ２２を消灯させる制御を行うと同時に、警報告知部
３３から告知動作を行わせるようにしているが、ＣＰＵ
３１が温度検出動作部２７の発する“Ｈ”信号を受けた
際、まず警報告知部３３に告知動作を行わせ、その後、
ランプの光量を観察に支障のない程度に減光制御した
り、電子回路等に不具合が発生するおそれのない一定時
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間後までランプ２２を点灯させるように、予めＣＰＵ３
１に対処用プログラムを記憶させておくようにしてもよ
い。このことにより、術者は装置筐体内が異常温度状態
になった場合、ランプが消灯する前に内視鏡観察画像を
見ながら内視鏡挿入部１１を速やかに体腔内から抜去
し、その後ゆとりを持って冷却不具合の対処をとれる。
【００４７】次に、第一の実施の形態に係わる内視鏡シ
ステムのプロセッサ部について、さらに詳細な回路ブロ
ック図により説明する。
【００４８】まず、図８に内視鏡システム全体の構成を
示すブロック図を示す。
【００４９】内視鏡２０１は、先端に取り付けられた図
示しないＣＣＤより撮影される被検体の内視鏡画像（映
像信号）を、映像信号ケーブル２０２を介して各種の映
像信号処理やシステムの制御を行なうプロセッサ２０４
へ出力する。内視鏡２０１とプロセッサ２０４とはスコ
ープコネクタ２３１により接続される。
【００５０】プロセッサ２０４は、ＣＰＵ２０７、メモ
リ２０９、アドレスバス／データバス（図示せず）、メ
モリアドレスコーダ２０８ａ、Ｉ／Ｏアドレスコーダ２
０８ｂ、Ｉ／Ｏポート（ＰＩＯ）２２３、文字描画を行
う表示コントローラ２０６、キーボードの制御を行なう
キーボードコントローラ（ＫＢＣ）２１２、光源部２１
０、内視鏡スコープ２０１より得られた映像信号に対し
てアナログ／デジタル変換、色補正、輪郭強調、ホワイ
トバランスの処理等を行なう映像信号処理部２０５、操
作パネル２１３、各種記録機器との接続に使用するリモ
ートコネクタ２２９、モニタを接続する際に使用する映
像信号出力コネクタ２２９ｂ、キーボードを接続する際
に使用するキーボードコネクタ２２９ａ等を有する。こ
れらのコネクタには、それぞれ、内視鏡画像データを記
録する各種記録機器２１４、内視鏡画像を表示するモニ
タ２１６、各種データ入力やシステム制御を行なうキー
ボード２１５、が接続される。
【００５１】光源部２１０は、観察部位に対して、観察
の際に必要な照明光を供給するためのものであり、ラン
プ２２７と、ランプ用電源部２２８と、ランプ冷却用の
ファン２３０と、いくつかのランプ異常検出手段とを有
する。光源部２１０から照射されたランプ光２２１は、
集光レンズ２１７を通過することによりスコープコネク
タ２３１内の光路穴２３７へ集光され、ライトガイド２
０３を介して内視鏡２０１の先端部へ到達する。光源部
２１０はＣＰＵにより制御される。
【００５２】また、映像信号処理部２０５にて各種の映
像信号処理を施された内視鏡画像は、一旦表示コントロ
ーラ２０６へ入力される。ここで、表示コントローラ２
０６は、内視鏡画像に患者データ、日時、もしくは各種
メッセージ等を重畳させた後、映像信号出力コネクタを
介してモニタ２１６や記録機器２１４へ出力される。表
示コントローラ２０６はＣＰＵ２０７により制御され
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9
る。
【００５３】ランプの点灯制御を行なう場合は、光源部
２１０に異常が発生した場合を想定して対策を講じてお
く必要がある。ランプ温度異常（過発熱）が発生した場
合の対策について、図９により説明する。図９は、図８
中の光源部２１０の具体的な構成を示す図である。
【００５４】ランプ２２７の点灯／消灯制御信号を含む
シリアル信号が、ＣＰＵ２０７よりシリアル／パラレル
変換器（以下、ＳＰＣともいう）２１８へ出力される。
シリアル／パラレル変換器（ＳＰＣ）２１８において、
シリアル信号がパラレル信号に変換された後、ランプ点
灯制御信号２１９がランプ用電源部２２８へ出力されて
ランプ２２７の点灯／消灯を制御する。ランプ２２７の
点灯時には、ランプ光は集光レンズ２１７を透過するこ
とによりスコープコネクタ３１の光路穴３７に集光さ
れ、ライトガイド３を介して内視鏡２０１の先端から出
射される。ランプ２２７及びその周囲の温度が異常に高
くなることを防ぐため、ランプ２２７はランプ冷却ファ
ン２３０により冷却される。
【００５５】しかし、ランプ冷却ファン２３０の故障
や、ランプ冷却ファン２３０の冷却能力を上回る異常な
温度上昇が発生した場合、ランプ２２７のフィラメント
の溶断やランプ周囲の回路等が破損するおそれがある。
【００５６】そこで、ランプ２２７の近傍にランプ温度
検出部２２４を設け、ランプ２２７点灯時のランプ２２
７及びその周囲の温度を常に監視し、ランプ２７の温度
が既定値を越えた場合は、ランプ温度エラー信号２２０
ａをＰＩＯ２２３へ出力する。このランプ温度エラー情
報はＣＰＵ２０７へ到達する。ＣＰＵ２０７がランプ温
度エラーを検知すると、表示コントローラ２０６を介し
て、ユーザに対して直ちにランプ温度エラー発生の警告
メッセージをモニタ２１６上に表示する。異常発生をモ
ニタ１６より視覚的に訴えることにより、ユーザはシス
テムの異常を速やかに察知し、迅速に対応することがで
きる。
【００５７】ランプ温度異常が発生した場合、フィラメ
ントの溶断や回路破損のおそれがあるため、直ちにシス
テムの使用を中断し、電源を切ることが望ましい。従っ
て、ランプ温度異常発生時には、操作パネル２１３の操
作（例えばポンプのオン／オフ、調光モードの切替等）
を行っても、ＰＩＯ２２３を介してＣＰＵ２０７へ伝送
される操作パネル情報をＣＰＵ２０７側で無視すること
により、ユーザに対して即時のシステムの使用の中断を
促すようにしてもよい。更に、ランプ温度異常発生から
一定時間後（例えば６０秒後）に、強制的にランプ２２
７を消灯させることにより、フィラメントの溶断や回路
破損を確実に防止するようにしてもよい。
【００５８】但し、ここでランプ温度エラー信号２２０
ａをＣＰＵ２０７へ伝送する際にＰＩＯ２２３を介し
（パラレル信号を使用）、ランプ点灯制御信号２１９を
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ランプ用電源部２２８へ伝達する際にＳＰＣ２１８を介
した（シリアル信号を使用）が、ランプ温度エラー信号
２２０ａの伝達にシリアル信号、ランプ点灯制御信号２
１９の伝達にパラレル信号を用いても良く、双方共にシ
リアル信号でも良く、双方共にパラレル信号でも良い。
【００５９】また、ランプ温度異常発生時の警告手段と
しては、モニタ２１６上にメッセージを表示するだけで
なく、操作パネル等に警告用のＬＥＤを設けて視覚的に
警告を行ってもよく、ブザーによる視覚的な警告手段を
用いてもよく、またこれらの組み合わせでもよい。
【００６０】図１０はランプ温度異常発生時のＣＰＵの
処理を示すフローチャートである。
【００６１】電源投入後、まず、ランプ温度検出部２２
４からＰＩＯ２２３へ、ランプ温度エラー信号２２０ａ
として”Ｌ”が出力される。これは、ランプ温度エラー
信号２２０ａが正論理であるため、電源投入直後にこれ
をまず”Ｌ”とすることで、ランプ温度異常検出動作を
リセットする必要があるからである。ランプ温度エラー
信号２２０ａを”Ｌ”としてから、ランプ温度検出部２
２４にてランプ温度の検出が開始される。ランプ温度検
出の結果、ランプ温度が所定値以下（すなわち適性温度
範囲内）であれば、ランプ温度エラー信号２２０ａとし
て”Ｌ”が出力される。その後も、ランプ温度の検出が
行なわれる。従って、ランプ温度異常が発生しなけれ
ば、常時継続的にランプ温度検出を行い続けることにな
る。
【００６２】一方、ランプ温度が所定以上（すなわちラ
ンプ温度異常発生）になった場合、ランプ温度検出部２
２４からＰＩＯ２２３へ、ランプ温度エラー信号２２０
ａとして”Ｈ”信号が出力される。この“Ｈ”信号がＣ
ＰＵ２０７に供給されると、ステップ（以下、Ｓと略
す）１０１でＹＥＳとなって、ＣＰＵ２０７は表示コン
トローラ２０６を介して、「ランプ温度異常発生」のメ
ッセージをモニタ２１６に表示する（Ｓ１０２）。ラン
プ温度異常が発生した場合、操作パネル１３の操作をＣ
ＰＵ２０７に伝達するために割り当てられたＰＩＯ２２
３のポートを無効化する（Ｓ１０３）。更に、ランプ異
常発生から６０秒後、ＣＰＵ２０７はランプ用電源部２
２８を強制的にＯＦＦし（Ｓ１０４）、ランプ２７を消
灯させる。これにより、異常過熱状態のランプ２７の温
度が下降し、フィラメントの溶断や回路破損等を回避で
きる。
【００６３】なお、電源投入後、ランプ温度検出部から
の温度信号を、アナログ・デジタル変換してＣＰＵ２０
７へ供給し、ＣＰＵ２０７の方で温度が所定値を超えた
か否かを検出するようにしてもよい。
【００６４】次に第二の実施の形態について説明する。
図１１ないし図１３は本発明の第２実施形態を説明する
ための図である。図１１は、内視鏡装置本体内の構成を
説明するためのブロック構成図である。図１２は、ラン
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11
プのタングステンが溶断した状態を説明するための図で
ある。図１３はランプのタングステンに溶着部が形成さ
れた状態を説明するための図である。
【００６５】図に示すように本実施形態の内視鏡装置本
体２Ａの光源部２３ａにおいては、ランプ２２近傍に設
けた第１実施形態の温度検出動作部２７の代わりに、条
件検出手段として、電力検出手段である電源検出動作部
５１を設けている。
【００６６】この電源検出動作部５１は、ランプ用電源
部２４からランプ２２に供給される電圧及び電流が所定
の電圧値又は電流値以下になった状態（以下、このよう
な状態をランプ異常時と記載する）を検知したとき、前
記温度検出動作部２７と同様にこの電源検出動作部５１
の図示しない切替えスイッチを動作させてＣＰＵ３１に
検知信号を出力する。つまり、この電源検出動作部５１
についても、ランプ正常時には前記ＣＰＵ３１に“Ｌ”
信号を出力し、ランプ異常時には“Ｈ”信号を出力する
回路構成である。その他の構成は前記第１実施形態と同
様であり、同部材には同符合を付して説明を省略する。
【００６７】上述のように構成した内視鏡装置本体２Ａ
の作用を説明する。
【００６８】内視鏡装置本体２Ａのランプ２２に電源が
供給されると、電源検出動作部５１ではランプ２２の状
態を検出し、ランプ異常時でないことを検知した際には
ＣＰＵ３１に“Ｌ”信号を出力する。このことにより、
ＣＰＵ３１は、ランプ用電源部２４を制御してランプ２
２を点灯させる。
【００６９】すると、このランプ２２からの出射光が集
光レンズ２５を通過して照明光用コネクタ２ｂに接続さ
れている照明コネクタ１８ａの端面に集光されライトガ
イド２１を伝送されて挿入部１１の先端構成部１４から
前方に向かって照明光として照射される。
【００７０】しかし、前記ランプ２２には点灯可能な時
間の制限、すなわちランプ寿命が存在する。したがっ
て、ランプ２２を点灯させて観察を続けると、いつか必
ず前記ランプ２２は寿命を迎える。
【００７１】前記ランプ２２がハロゲンランプの場合、
図９に示すようにランプ２２が寿命を迎えるとタングス
テン５２が溶断して開放状態になって電流が流れなくな
ることにより点灯しなくなるか、図１０に示すように前
記タングステン５２が一旦溶断した後、溶着部５３を形
成する。このとき、タングステン５２の抵抗値が下がる
ことにより、ランプ２２の印加電圧が適正な値より低く
なり、ランプ２２の光量が低下する。
【００７２】つまり、前記タングステン５２が溶断或い
は溶着部５３を形成することにより、前記ランプ２２の
印加電流低下又は印加電圧低下が生じると、前記電源検
出動作部５１ではランプ異常を検知し、ＣＰＵ３１に出
力する信号を“Ｌ”信号からランプ異常時の信号である
“Ｈ”信号に切り替える。
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【００７３】このことにより、“Ｈ”信号を受けたＣＰ
Ｕ３１では警報告知部３３に告知を促す制御信号を出力
する。このことにより、警報告知部３３ではランプ異常
時であることによってランプ２２が消灯又は光量低下し
ていることを術者へ知らせる告知動作を行う。
【００７４】即ち、前記ＣＰＵ３１は、前記ランプ２２
を消灯させる制御と同時に、前記警報告知部３３に告知
動作を行わせて、図７に示すように内視鏡観察画像上に
ランプ異常時であることによってランプ２２が消灯又は
光量低下していることを術者等に知らせる所定のメッセ
ージ、あるいはマーク、記号（図示せず）等をメッセー
ジ表示部４１に表示させて、異常が発生していることを
術者に告知する。なお、告知方法としてはメッセージ、
マーク或いは記号に加えてブザー等で所定の音を発生さ
せて術者に報知するようにしてもよい。その場合は、警
報告知部３３に発音制御手段が設けられる。
【００７５】このように、内視鏡装置本体内にランプの
異常を検出する電源検出動作部を設けるとともに、ラン
プ異常を術者に告知する警報告知部を設けたことによ
り、万一ランプに異常が発生してランプが消灯或いは光
量低下した場合に、その原因を術者に速やかに告知する
ことができる。
【００７６】このことにより、告知を受けた術者は、ラ
ンプ交換の対処を行って、速やかに検査の続行が可能に
なる。
【００７７】次に、第二の実施の形態に係わる内視鏡シ
ステムの光源部について、さらに詳細に説明する。図１
４は、第二の実施の形態に係わる内視鏡システムの光源
部の具体的な構成を示す図である。その他の構成は前記
第１の実施の形態と同様であり、図８及び図９に示され
た要素と同じ要素には同符合を付して説明を省略する。
【００７８】ランプ電流異常もしくはランプ電圧異常が
発生した場合の対策について図１４により説明する。図
１４は、図８中の光源部２１０の具体的な構成である。
尚、第１実施例と同一の構成は同一の符号を付し、詳細
な説明は省略する。
【００７９】ランプ２２７は、寿命等によりフィラメン
トが溶断することがある。また、フィラメントは溶断直
後に溶着する場合もある。前者の場合、フィラメントに
電流が全く流れないため、ランプ２２７は点灯せず（電
流異常）、後者の場合、電流は流れるがフィラメントの
抵抗値が低下するため、ランプ電圧が低下し、十分なラ
ンプ光量が得られない（電圧異常）。従って、電流異常
の場合も電圧異常の場合も共に、適正な観察を行うこと
ができなくなるため、これを術者であるユーザに告知す
る必要がある。
【００８０】そこで、ランプ２２７の電流、及び電圧を
常時監視する。すなわち、電流異常発生時には、ランプ
電流検出部２２６にてこれを検出し、ランプ電流エラー
信号２２０ｃをＰＩＯ２２３へ出力する。更に、電圧異
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常発生時には、ランプ電圧検出部２２５にてこれを検出
し、ランプ電圧エラー信号２２０ｂをＰＩＯ２２３へ出
力する。ＰＩＯ２２３からこれらのランプエラー情報を
受け取ったＣＰＵ２０７は、表示コントローラ２０６を
介して、ユーザに対して直ちにランプ電流／電圧をエラ
ー発生の警告メッセージをモニタ２１６上に表示する。
異常発生をモニタ２１６より視覚的に訴えることによ
り、ユーザはシステムの異常を速やかに察知し、ランプ
交換等の適正な処置を行うことができる。
【００８１】但し、ランプ電流／電圧異常発生時の警告
手段としては、モニタ２１６上にメッセージを表示する
だけでなく、操作パネル等に警告用のＬＥＤを設けて視
覚的に警告を行ってもよく、ブザーによる視覚的な警告
手段を用いてもよく、またこれらの組み合わせでもよ
い。
【００８２】図１５は、ランプ電流／電圧異常発生時の
ＣＰＵの処理のフローチャートである。
【００８３】電源投入後、ランプ電流検出部２２６から
ＰＩＯ２２３へ、ランプ電流エラー信号２２０ｃとし
て”Ｌ”信号が出力され、更に、ランプ電圧検出部２２
５からＰＩＯ２２３へ、ランプ電圧エラー信号２２０ｂ
として”Ｌ”信号が出力される。これは、ランプ電流エ
ラー信号２２０ｃ、ランプ電圧エラー信号２２０ｂが共
に正論理であるため、電源投入直後にこれらをまず”
Ｌ”とすることで、ランプ電流／電圧異常検出動作をリ
セットする必要があるからである。ランプ電流エラー信
号２２０ｃとランプ電圧エラー信号２２０ｂを共に”
Ｌ”としてから、ランプ電流検出部２２６及びランプ電
圧検出部２２５にて、それぞれランプ電流、ランプ電圧
の検出が開始される。ランプ電流検出の結果、ランプ電
流が“０”（電流異常）であれば、ランプ電流エラー信
号２２０ｃとして”Ｈ”信号がＰＩＯ２２３へ出力さ
れ、”Ｈ”信号が出力されたことがＣＰＵ２０７へ伝え
られる。ＣＰＵ２０７では、この”Ｈ”信号が出力され
たことは、ランプ電流が“０”であると判断されるの
で、Ｓ１１１でＹＥＳとなる。Ｓ１１１でＹＥＳとなる
と、モニタ２１６上に「ランプ電流／電圧異常発生」
（「ランプ電流異常発生」でもよい。）のメッセージを
モニタ２１６上に表示するべく、表示用コントローラ２
０６へ制御信号を出力する（Ｓ１１３）。
【００８４】一方、Ｓ１１１でランプ電流が正常値であ
っても、ランプ電圧が所定値以下（電圧異常）になる
と、ランプ電圧エラー信号２２０ｂとして”Ｈ”がＰＩ
Ｏ２２３へ出力される。そのランプ電圧エラー信号２２
０ｂを受信すると、ＣＰＵ２０７は、モニタ２１６上に
「ランプ電流／電圧異常発生」（「ランプ電圧異常発
生」でもよい。）のメッセージをモニタ２１６上に表示
するべく、表示用コントローラ２０６へ制御信号を出力
する（Ｓ１１３）。
【００８５】Ｓ１１３にて「ランプ電流／電圧異常発

14
生」のエラーメッセージが表示された場合、検査を続行
するためには、ユーザは直ちに電源を切り、ランプを交
換する必要がある。もし、電源を切る前に、モニタ２１
６上から前記エラーメッセージを消去する場合には、キ
ーボード２１５の所定のキー（例えば「Ｅｓｃ」キー）
を押下することにより前記メッセージは消去される。従
って、ＣＰＵ２０７では、メッセージ消去のための所定
のキーの押し下げがあったか否かを判断し（Ｓ１１
４）、所定のキーが押下されず、電源も切られることが
なければ、Ｓ１１４でＮＯとなり、モニタ２１６上に前
記エラーメッセージが表示されたままとなる。所定のキ
ーが押下されたときは、ときは、Ｓ１１４でＹＥＳとな
り、モニタ２１６上の前記エラーメッセージが消去され
る。
【００８６】また、ランプ電流検出結果が正常値であ
り、ランプ電圧検出結果も所定値以上の場合、すなわち
ランプ２２７に何の異常もなかった場合、ＰＩＯ２２３
に対して、ランプ電流エラー信号２２０ｃ及びランプ電
圧エラー信号２２０ｂは共に”Ｌ”信号の出力となる。
がされるし、サイドランプ電流／電圧の検出を行なう
（Ｓ２０２へフィードバック）。従って、ランプ２７に
異常が発生しなければ、常時継続的にランプ電流／電圧
検出を行い続けることになる。
【００８７】次に第三の実施の形態について説明する。
【００８８】図１６ないし図１８は本発明の第３の実施
形態を説明するための図である。図１６は、２つのラン
プを備えた内視鏡装置本体の構成を説明するためのブロ
ック図である。図１７は、第１ランプを照明用ランプと
して使用している状態を説明するための図である。図１
８は、第２ランプを照明用ランプとして使用している状
態を説明するための図である。
【００８９】図１６に示すように本実施形態の内視鏡装
置本体２Ｂの光源部２３ｂには照明光を供給するための
ランプが２つ設けられており、一方のランプを使用して
観察しているとき、そのランプが途中で使用不能になっ
た場合でも、ランプを切り替えて観察を継続して行える
ようにしている。
【００９０】前記内視鏡装置本体２Ｂの光源部２３ｂ
は、２つのランプ６１ａ，６１ｂと、ランプホルダ６２
と、レバー６３と、それぞれのランプ６１ａ，６１ｂ近
傍に配置される条件検出手段である第一ランプ位置検出
部６４ａ及び第二ランプ位置検出部６４ｂと、ランプ用
電源部２４ａとにより構成されている。ランプホルダ６
２は、ランプ６１ａ及び６１ｂが、内視鏡装置本体内に
おいて、所定方向に移動可能にするよう形成されたラン
プ保持部材である。レバー６３は、ランプホルダ６２に
一端部が固設され、他端部の把持部６３ａを正面パネル
２ｄ側に配置して、この把持部６３ａをスライド移動さ
せることによって前記ランプ６１ａ又はランプ６１ｂを
照明光路中に配置させる移動操作部材である。第一ラン
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プ位置検出部６４ａは、前記ランプ６１ａが照明光路中
の所定位置に配置されているとき検知信号を前記ＣＰＵ
３１に出力するランプ位置検出手段である。第２ランプ
位置検出部６４ｂは、前記ランプ６１ｂが照明光路中の
所定位置に配置されているとき検知信号を前記ＣＰＵ３
１に出力するランプ位置検出手段である。ランプ用電源
部２４ａは、ランプ位置検出部６４ａ，６４ｂから出力
された検知信号を受けたＣＰＵ３１からの制御信号に基
づいて前記ランプ６１ａ又はランプ６１ｂへ選択的に電
源を供給する。
【００９１】なお、前記第１ランプ位置検出部６４ａ及
び第２ランプ位置検出部６４ｂは、前記温度検出動作部
２７、電源検出動作部５１と同様に切替えスイッチ（図
示せず）を動作させてＣＰＵ３１に検知信号を出力す
る。
【００９２】前記第１ランプ位置検出部６４ａ及び第２
ランプ位置検出部６４ｂからの検知信号が入力されるＣ
ＰＵ３１は、前記第１ランプ位置検出部６４ａからの検
知信号を受けたときにはランプ用電源部２４ａにランプ
６１ａに電源を供給する制御信号を出力し、前記第２ラ
ンプ位置検出部６４ｂからの検知信号を受けたときには
ランプ用電源部２４ａにランプ６１ｂに電源を供給する
制御信号を出力する。そして、前記第１ランプ位置検出
部６４ａ及び第２ランプ位置検出部６４ｂのどちらから
の検知信号も受けていないときには、すなわち、ランプ
６１ａ、６１ｂのどちらも照明光光路中の所定位置に配
置されていない場合、術者へどちらのランプも所定位置
に配置されていないことを告知する表示を出力させるよ
うに前記警報告知部３３に告知を促す制御信号をを出力
するようになっている。
【００９３】上述したように、ランプとランプ位置検出
部の論理動作は以下のようになっている。
【００９４】第１ランプ位置検出部６４ａが検知状態
で、第２ランプ位置検出部６４ｂが非検知状態のとき、
ランプ６１ａが点灯する。これに対して、第１ランプ位
置検出部６４ａが非検知状態で、第２ランプ位置検出部
６４ｂが検知状態のとき、ランプ６１ｂが点灯する。そ
して、第１ランプ位置検出部６４ａ及び第２ランプ位置
検出部６４ｂが共に非検知状態のとき、ランプ６１ａ，
６１ｂは非点灯状態である。このとき、どちらのランプ
も所定位置に配置されていないのでＣＰＵ３１から警報
告知部３３に異常を告知させる制御信号が出力される。
【００９５】なお、第１ランプ位置検出部６４ａ及び第
２ランプ位置検出部６４ｂが共に検知状態のとき、この
場合もＣＰＵ３１から警報告知部３３に異常を告知する
制御信号が出力される。
【００９６】したがって、図１６及び図１７に示すよう
に前記ランプ６１ａを照明光路中の所定位置に配置して
点灯させるとき、他方のランプ６１ｂは照明光光路から
外れた位置で待機状態になる。このとき、内視鏡装置本
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体２Ｂの正面パネル２ｄ下部に設けられているレバー移
動溝６６に配置されているレバー６３の把持部６３ａ
が、図中、レバー移動溝６６の左端に位置している。こ
のように、レバー６３の操作により、内視鏡装置が有す
る複数のランプの中から、ランプが選択され、かつ、選
択されたランプを照明光路中に配置すると共に、選択さ
れない他のランプを照明行路外の待機位置に配置するよ
う、前記ランプホルダが移動される。
【００９７】そして、前記ランプ６１ｂを照明光路中に
配置して点灯させる場合には、図１８に示すように前記
レバー６３の把持部６３ａを、図中、レバー移動溝６６
の右端に移動させる。このとき、前記第１ランプ位置検
出部６４ａが非検知状態になって、前記第２ランプ位置
検出部６４ｂが検知状態になると、前記ランプ６１ｂが
点灯する。
【００９８】その他の構成は上述した第一及び第二の実
施形態と同様であり、同部材には同符合を付して説明を
省略する。
【００９９】上述のように構成した内視鏡装置本体２Ｂ
の作用を説明する。
【０１００】まず、一方のランプ、例えばランプ６１ａ
を照明光路中に配置するため、図１７に示すように正面
パネル２ｄに配置されたレバー６３の把持部６３ａをレ
バー移動溝６６の左端に位置させる。このとき、第１ラ
ンプ位置検出部６４ａが検知状態になる一方、第２ラン
プ位置検出部６４ｂが未検知状態であることによって、
ＣＰＵ３１はランプ用電源部２４ａにランプ６１ａだけ
に電源を供給する制御を行う。このことによって、ラン
プ６１ａが点灯して、このランプ６１ａからの出射光
が、集光レンズ２５、ライトガイド２１等を伝送されて
先端構成部１４から前方に向かって照明光として照射さ
れる。
【０１０１】内視鏡による検査中に、前記ランプ６１ａ
が寿命等によって切れてしまうことがある。この場合、
図１８に示すように正面パネル２ｄに配置されているレ
バー６３の把持部６３ａをレバー移動溝６６の右方向に
移動させるように操作する。すると、ランプホルダ６２
が同方向にスライド移動してランプ６１ａが照明光路中
から外れ、待機中であったランプ６１ｂが照明光路中に
移動してくる。
【０１０２】このとき、前記第１ランプ位置検出部６４
ａが未検知状態になって、前記第２ランプ位置検出部６
４ｂが検知状態になることで、ＣＰＵ３１から制御信号
がランプ用電源部２４ａに出力されて、このランプ用電
源部２４ａからランプ６１ａへ電源を供給させる代わり
にランプ６１ｂへ電源を供給させる。このことによっ
て、ランプ６１ｂを点灯させて引き続き内視鏡による観
察を行える。
【０１０３】なお、前記レバー６３の把持部６３ａをス
ライド移動させている途中で、この切り換え操作を中断
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すると、前記ランプ６１ａ，６１ｂのどちらも照明光光
路中に配置されていない状態、つまり、第１ランプ位置
検出部６４ａ及び第２ランプ位置検出部６４ｂが非検知
状態になるので、ＣＰＵ３１から警報告知部３３に異常
を告知する制御信号が出力されるとともに、ランプ用電
源部２４ａからランプ６１ａ，６１ｂへの電源の供給が
停止される。このとき、前記図７に示すように内視鏡観
察画像上にランプ位置が異常であることによってランプ
が消灯していることを術者等に知らせる所定のメッセー
ジがメッセージ表示部４１に表示されるとともにブザー
音が発報される。その場合は、警報告知部３３に発音制
御手段が設けられる。
【０１０４】なお、第１ランプ位置検出部６４ａ及び第
２ランプ位置検出部６４ｂが未検知状態になるのは切替
え途中に、起こる状態である。このため、切替え途中に
おいて、告知メッセージが表示されたり、ブザーが発報
されることを防止するため、前記第１ランプ位置検出部
６４ａ及び第２ランプ位置検出部６４ｂが非検知状態に
なってから所定時間が経過した後、ＣＰＵ３１から警報
告知部３３に制御信号を出力するようにしている。この
所定時間とは、術者又は関係者がランプ切り換えの操作
に十分な時間である。この所定時間内においては第１ラ
ンプ位置検出部６４ａ及び第２ランプ位置検出部６４ｂ
が未検知状態であってもランプ位置が異常であることに
よってランプが消灯していることを術者等に知らせるメ
ッセージがメッセージ表示部４１に表示されない。
【０１０５】このように、内視鏡による検査中における
ランプ切れに備えてランプを複数設け、使用者によって
ランプの配置位置を切り替えられる構成にする場合、ラ
ンプが照明光路中の所定位置に配置されているか否かを
検出するランプ位置検出部を設けるとともに、ランプ位
置が異常であることを術者に告知する警報告知部を設け
ている。これにより、万一ランプ位置が所定位置に配置
されていないことによりランプが消灯した場合、その原
因を術者に速やかに告知することができる。
【０１０６】このことにより、告知を受けた術者は、レ
バー位置の調整を行うなどの対処を行って、速やかに検
査の続行が可能になる。
【０１０７】次に、第三の実施の形態に係わる内視鏡シ
ステムの光源部について、さらに詳細に説明する。図１
９は、第三の実施の形態に係わる内視鏡システムの光源
部の具体的な構成を示す図である。その他の構成は前記
第１及び第二の実施の形態と同様であり、図８、図９等
に示された要素と同じ要素には同符合を付して説明を省
略する。
【０１０８】ランプ位置異常が発生した場合の対策につ
いて、図１９により説明する。図１９は、図８中の光源
部２１０の具体的な構成を示す図である。尚、第一及び
第二実施例と同一の構成は同一の符号をを付し、詳細な
説明は省略する。
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【０１０９】第２の実施の形態にて述べたように、ラン
プはフィラメントの溶断等により使用できなくなってし
まう可能性がある。そこで、その対策として、システム
内に予めランプを２つ具備させ（Ａランプ、Ｂラン
プ）、一方が使用不可能になっても直ちに他方のランプ
に交換することが可能な機構を設けておくことが有効で
ある。
【０１１０】そこで、Ａランプ２２７ａ、Ｂランプ２２
７ｂの２つを設ける。２つのランプの個々の点灯制御方
法は、第１実施の形態のランプ制御方法と同様である。
すなわち、ＣＰＵ２０７から点灯制御信号を出力するこ
とで、ＳＰＣ２１８とランプ用電源部２２８を介してＡ
ランプ２２７ａ及びＢランプ２２７ｂの点灯／消灯が制
御させる。但し、ランプ２２７ａ又は２２７ｂを点灯さ
せる際の条件は、定められた光路２３６上にランプ２２
７ａ又は２２７ｂが位置していること、とする。図２０
及び図２１にて、この条件に基づいたランプ点灯制御に
ついて説明する。図２０は、Ｂランプ２２７ｂが光路２
３６上に位置する場合を説明するための図である。図２
１は、Ａランプ２２７ａが光路２３６上に位置する場合
を説明するための図である。
【０１１１】２つうちの一方のランプが使用不能になっ
た場合に、速やかにかつ容易にランプの交換を行えるこ
とが望ましい。そこで、まずＡランプ２２７ａ及びＢラ
ンプ２２７ｂは、ランプホルダ２３３に固定される。ラ
ンプ２２７とランプホルダ２３３とは、容易に脱着可能
な機構を備えている（図示せず）。ランプホルダ２３３
はスライドレール２３４上に装着され、スライドレール
２３４上をレール方向にのみ滑らかに移動できる。ラン
プホルダ２３３にはランプレバー２３５が装備されてお
り、ランプレバー２３５をユーザが把持して左右に移動
させることにより、ランプホルダ２３３もスライドレー
ル２３４上を左右に移動する。この移動に同期してラン
プホルダ２３３に固定されたＡランプ２２７ａ及びＢラ
ンプ２２７ｂもスライドレール２３４上を左右に移動す
る。
【０１１２】一方、本システムにおける光路２３６と
は、集光レンズ２１７の中心と光路穴２３７とを結ぶ線
を指す。光路２３６とスライドレール２３４とは直交し
ている。Ａランプ２２７ａもしくはＢランプ２２７ｂの
中心が光路２３６上に位置したとき、ライトガイド２０
３へ射出されるランプ光の光量は最大となる。明瞭な内
視鏡画像を得るためには、観察時にランプ光の光量が最
大となっていることが望ましく、従って、観察時にはラ
ンプ２２７を光路２３６上に位置させることが必要であ
る。逆に、ランプ２２７が光路２３６から外れている場
合は、最適な観察条件ではないため、ランプ２２７は点
灯禁止となることが望ましい。よって、光路２３６上に
Ａランプ２２７ａもしくはＢランプ２２７ｂが位置する
時のみ、そのランプが点灯するものとする。これによ
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り、本システムはユーザに対し常に最適な内視鏡画像を
提供できる。
【０１１３】ランプが光路２３６上に位置しているか否
かをＣＰＵ２０７が検知する手段として、ランプ位置検
出端子とランプホルダ端子とが対になって設けられてい
る。ランプホルダ端子２２９ａとランプホルダ端子２２
９ｂは、ランプホルダ２３３に固定されている。よっ
て、ユーザがランプレバー２３５を把持してランプホル
ダ２３３を移動させると、ランプホルダ端子２２９も移
動する。一方、Ａランプの位置検出端子２１１ａは、図
２１に示すようにＡランプ２２７ａが光路２３６上に位
置したときのみランプホルダ端子２２９ａに接触する。
Ｂランプ位置検出端子２１１ｂは、Ｂランプ２２７ｂが
光路２３６上に位置したときのみランプホルダ端子２２
９ｂに接触するように、内視鏡装置本体の内部に固定さ
れている。従って、対をなしているランプ位置検出端子
２１１とランプホルダ端子２２９とが接触している状態
が、そのランプの点灯可能な状態である。但し、ランプ*
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*ホルダ２３３は可動域が限定されており、ランプホルダ
端子２２９ａとＢランプ位置検出端子２１１ｂ、もしく
はランプホルダ端子２２９ｂとＡランプ位置検出端子２
１１ａとが接触することはない。Ａランプ位置検出部２
３２ａは、Ａランプ位置検出端子２１１ａとランプホル
ダ端子２２９ａとが非接触状態の時、ＰＩＯ２２３に対
してＡランプ位置エラー信号２２０ｄを出力する。Ｂラ
ンプ位置検出部２３２ｂは、Ｂランプ位置検出端子２１
１ｂとランプホルダ端子２２９ｂとが非接触状態の時、
ＰＩＯ２２３に対してＢランプ位置エラー信号２２０ｅ
を出力する。ＰＩＯ２２３は、ランプ位置エラー信号２
２０をＣＰＵ２０７へ出力し、ＣＰＵ２０７はランプ位
置がエラーとなっていないランプを選択し、その選択し
たランプに対してのみ点灯を行なうよう指示する。
【０１１４】ランプ位置と点灯指示との具体的な関係は
以下の表の通りである。
【０１１５】
【表】

i）の場合は光路２３６上に位置するＡランプ２２７ａ
が点灯し、ii）の場合は光路２３６上に位置するＢラン
プ２２７ｂが点灯する。iii）の場合は２つのランプが
いずれも光路２３６外にあるため、双方とも消灯にした
ままとなる。iii）はランプ位置異常の状態であり、こ
のとき内視鏡２０１の先端から出射されるランプ光の光
量は観察上不十分なものである。そこで、ＣＰＵ２０７
は表示コントローラ２０６を介して、モニタ２１６上に
ランプ位置異常発生の警告メッセージを表示する。異常
発生をモニタ２１６より視覚的に訴えることにより、ユ
ーザはシステムの異常を速やかに察知し、ランプ適正な
位置に移動する等の処理を行うことができる。
【０１１６】但し、ランプ電流／電圧異常発生時の警告
手段としては、モニタ２１６上にメッセージを表示する
だけでなく、操作パネル等に警告用のＬＥＤを設けて視
覚的に警告を行ってもよく、ブザーによる聴覚的な警告
手段を用いてもよく、またこれらの組み合わせでもよ
い。
【０１１７】図２２はランプ位置異常発生時のＣＰＵの

処理のフローチャートである。
【０１１８】電源投入後、Ａランプ位置検出部２３２ａ
からＰＩＯ２２３へ、Ａランプ位置エラー信号２２０ｄ
として”Ｈ”を出力し、更に、Ｂランプ位置検出部２３
２ｂからＰＩＯ２２３へ、Ｂランプ位置エラー信号２２
０ｅとして”Ｈ”を出力する（２つの信号は共に正論
理）。これにより、ＣＰＵ２０７はランプ用電源部２２
８に対して２つのランプの消灯指示が行なわれる。すな
わち、電源投入直後はＡ、Ｂ２つのランプは位置異常状
態とみなされ、起動直後は２つのランプが常に消灯状態
となる。
【０１１９】次に、Ｂランプ位置検出部２３２ｂは、Ｂ
ランプの位置検出を行ない、Ｂランプが光路２３６上に
ある場合、Ｂランプ位置検出端子２１１ｂからランプＢ
位置検出部２３２ｂに対して”Ｈ”が出力される。この
とき、Ｂランプ位置検出部３２ｂよりＰＩＯ２３へ、Ｂ
ランプ位置エラー信号２２０ｅとして”Ｌ”信号が出力
される。このときＡランプが光路２３６上に位置するこ
とはあり得ないため、必然的にＡランプ位置検出部２３
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２ａよりＰＩＯ２２３へ、Ａランプ位置エラー信号２２
０ｄとして”Ｈ”信号が出力される。
【０１２０】ＣＰＵ２０７は、上述した表データとＰＩ
Ｏ２２３からのこれら情報に基づいて、Ｂランプが適正
位置にあるか否かの判定を行う。上述した場合、ＣＰＵ
２０７は、Ｂランプは、適正位置にあると判定され、Ｓ
１２１でＹＥＳとなる。そして、ＣＰＵ２０７は、ＳＰ
Ｃ２１８に対してランプの点灯を指示したシリアル信号
を出力する（Ｓ１２５）。ＳＰＣ２１８ではこのシリア
ル信号をパラレル信号に変換し、ランプ用電源部２２８
に対してＢランプ点灯指示信号が出力される。これによ
り、Ｂランプが点灯する。
【０１２１】一方、Ｓ１２１にてＢランプが光路２３６
上にない場合、Ｂランプ位置検出端子２１１ｂからＢラ
ンプ位置検出部２３２ｂに対して”Ｌ”信号が出力され
る。このとき、Ｂランプ位置検出部２３２ｂよりＰＩＯ
２２３へ、Ｂランプ位置エラー信号２２０ｅとして”
Ｈ”信号が出力される。
【０１２２】さらにＡランプが光路２３６上にある場
合、Ａランプ位置検出端子２１１ａからランプ位置検出
部２３２ａに対して”Ｈ”が出力される。そして、Ａラ
ンプ位置検出部２３２よりＰＩＯ２２３へ、Ａランプ位
置エラー信号２２０ｄとして”Ｌ”が出力される。
【０１２３】ＣＰＵ２０７は、上述した表データとＰＩ
Ｏ２２３からのこれら情報に基づいて、Ａランプが適正
位置にあるか否かの判定を行う。上述した場合、ＣＰＵ
２０７は、Ａランプは、適正位置にあると判定され、Ｓ
１２２でＹＥＳとなる。そして、ＳＰＣ１８に対してＡ
ランプの点灯を指示したシリアル信号を出力する（Ｓ１
２３）。これにより、Ａランプが点灯する。
【０１２４】また、Ｓ１２２にて、Ａランプが光路２３
６上にない場合、Ａランプ位置検出端子２１１ａからＡ
ランプ位置検出部２３２ａに対して”Ｌ”が出力され
る。このとき、Ａランプ位置検出部２３２ａよりＰＩＯ
２２３へ、ランプ位置エラー信号２２０ｄとして”Ｈ”
信号が出力される。この場合、Ａランプ、Ｂランプ共に
光路２３６上から外れていることになる。ＰＩＯ２２３
よりこれらの情報を受け取ったＣＰＵ２０７は、ＳＰＣ
２１８に対してＡランプ、Ｂランプ共に消灯を指示した
シリアル信号を出力する（Ｓ１２４）。ＳＰＣ２１８で
はこのシリアル信号をパラレル信号に変換して、ランプ
用電源部２２８に対してＡランプ、Ｂランプ共に消灯指
示を出力するため、２つのランプは共に点灯しない。そ
して、ＣＰＵ２０７は表示コントローラ２０６を介し
て、「ランプ位置異常発生」の警告メッセージをモニタ
２１６に表示する（Ｓ１２６）。
【０１２５】Ａランプ点灯、Ｂランプ点灯、もしくはラ
ンプ位置異常発生メッセージ表示の処理を行った後、再
びランプ位置検出を行なう（Ｓ１２１へ戻る）。従っ
て、常時継続的にランプ位置の検出を行い続けることに
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なる。
【０１２６】ところで、電子内視鏡装置においては患者
回路と２次回路との信号の授受にアイソレーション回路
が必要である。そして、電子内視鏡装置にデジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）を使用したものでは主にアプリケ
ーション回路が決まっており、このアプリケーション回
路の途中で分割する場合、送受信する信号が多く発生す
るので、絶縁回路がそれに伴って大きくなるという不都
合があった。このため、この絶縁回路の縮小化が望まれ
ていた。このため、以上説明してきた実施形態において
は、図２３に示すように、２次回路との映像信号の送信
をＹ／Ｃ信号にて、アイソレーション回路を通じて送信
するようにしている。図２３は、電子内視鏡装置の概略
構成を説明するためのブロック図である。
【０１２７】つまり、図２３に示すように電子内視鏡装
置は、内視鏡１と、プロセッサ部３０と、内視鏡装置本
体２等で主に構成されている。プロセッサ部３０は、内
視鏡１に内蔵されているＣＣＤ１９から伝送される撮像
信号を映像信号に変換する処理、観察画像や各種データ
を図示しないモニタなどへの表示処理等を行なう。内視
鏡装置本体２は、内視鏡１に照明光を供給するためのラ
ンプを内蔵した光源部２３とを例えば一体にして形成さ
れている。
【０１２８】前記内視鏡１の操作部１２には前記プロセ
ッサ部３０が映像信号に対してホワイトバランス調整を
施す際の調整値を与えるホワイトバランス調整スイッチ
（以下ＷＢスイッチと略記する）１２ａが設けられてい
る。
【０１２９】内視鏡装置本体２内の患者回路であるプロ
セッサ部３０には基準クロックを発生する水晶発信器
（ＣＸＯとも記載する）８１が設けられており、このＣ
ＸＯ８１より発生される基準クロック信号（以下基準Ｃ
Ｋ信号と略記する）が患者回路内のタイミングジェネレ
ータ（ＴＧとも記載する）８２やモニタ表示可能な映像
信号を得る機能を有する映像信号処理用ＤＳＰ８０内に
供給されるようになっている。
【０１３０】前記タイミングジェネレータ８２は、基準
ＣＫ信号を基にＣＣＤ駆動信号を発生させ、そのタイミ
ングでＣＣＤドライバ８３を介してＣＣＤ１９を駆動さ
せる。そして、このタイミングにて駆動されたＣＣＤ１
９は、被写体に応じた出力信号を発生する。なお、前記
ＣＣＤ１９には例えばフィルタとしてシアン（Ｃｙ）、
黄色（Ｙｅ）、マゼンタ（Ｍｇ）、緑色（Ｇ）の補色フ
ィルターが設けられている。
【０１３１】前記ＣＣＤ１９の受光面に結像して蓄積さ
れた電荷は、前記ＣＣＤドライバ８３から出力される駆
動信号にしたがって２線同時読み出しによるインターレ
ース読み出しされ、信号ケーブル２０を介してプロセッ
サ部３０に伝送される。
【０１３２】伝送された撮像信号は、まずプリアンプ８
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４で信号ケーブル２０の伝送により発生した損失分を補
うため所定のゲインで増幅され、ＣＤＳ（相関二重サン
プリング）回路８５にて撮像信号から映像信号成分を抽
出する処理を行い、ＡＧＣ（オートゲインコントロー
ル）回路８６に出力される。
【０１３３】ＡＧＣ回路８６に入力された映像信号は、
ゲイン調整を行って映像信号のレベルを調整した後、Ａ
／Ｄ変換部８７に出力され、映像信号をアナログ信号か
らデジタル信号に変換して映像信号処理用ＤＳＰ８０の
色分離回路８８に出力される。
【０１３４】この色分離回路８８では、入力された映像
信号を輝度信号Ｙと色差信号Ｒ－Ｙ，色差信号Ｂ－Ｙと
に変換する。この色分離回路８８で分離後の色差信号
は、Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙの線順次の状態になる。つまり、ラ
イン毎にＲ－Ｙ、Ｂ－Ｙ信号が交互に出力する線順次化
された色差信号であり、この線順次化色差信号は同時化
回路８９に出力される。
【０１３５】この同時化回路８９に入力された色差信号
は、前記タイミングジェネレータ８２から送られる基準
ＣＫ信号に従い、ライン毎に出力先を切り換えることに
よりＲ－Ｙ、Ｂ－Ｙ信号の同時化を行い、同時化色差信
号としてＷＢ（ホワイトバランス）回路９０に出力され
る。
【０１３６】このＷＢ回路９０では入力された同時化色
差信号のホワイトバランスのレベル調整を行う。このＷ
Ｂ回路９０では、白い被写体を撮像した状態で前記ＷＢ
スイッチ１２ａを押すことにより、Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙが等
しくなるようにそれぞれのゲイン調整が行われる。そし
て、レベル調整の行われた色差信号がＤ／Ａ変換部９１
に出力される。
【０１３７】一方、前記色分離回路８８で色分離された
後の輝度信号は、輪郭強調部９２を経由して前記Ｄ／Ａ
変換部９１に出力される。
【０１３８】前記Ｄ／Ａ変換部９１に入力された輝度信
号及びＲ－Ｙ、Ｂ－Ｙの線順次色差信号は、デジタル信
号からアナログ信号に変換される。そして、デジタル化
されたＲ－Ｙ、Ｂ－Ｙの線順次色差信号はエンコーダ９
３に出力され、デジタル化された輝度信号はアイソレー
ション回路９４に出力される。
【０１３９】前記エンコーダ９３ではＲ－Ｙ、Ｂ－Ｙの
線順次色差信号を直交変調して色信号（Ｃ信号）として
高周波のアナログ信号を伝送可能なアイソレーション回
路９４に出力する。
【０１４０】このことにより、アイソレーション回路９
４ではアナログ状態の輝度信号Ｙ及び色信号Ｃの形態に
なっている。このため、アナログ化された輝度信号Ｙ及
び色信号Ｃがこのアイソレーション回路９４から２次回
路に伝送される。
【０１４１】２次回路へ伝送された輝度信号及び色信号
は、７５Ωドライバ９５とミキサー部９６にそれぞれ入
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力される。このミキサー部９６では輝度信号と色信号と
を合成してＶＢＳ（コンポジット映像信号）を生成す
る。このミキサー部９６には７５Ωドライバを内蔵され
ているため、ＶＢＳはそのままモニタ出力になる。
【０１４２】この後、外部機器に接続されるコネクタ
（図示せず）へ導かれ、ＶＢＳ信号とＹ／Ｃ分離映像信
号とが内視鏡装置本体２から出力される。
【０１４３】このように、患者回路内で色差信号の変調
を行い、Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙの線順次色差信号をＣ信号に変
換して、アイソレーション回路からアナログ化した輝度
信号及び色信号を、２次回路へ伝送させることによっ
て、伝送路の削減を行うことができる。その他の構成は
上述した他の実施の形態と同様であり、同部材には同符
合を付して説明を省略する。
【０１４４】ところで、電子内視鏡装置においてはモニ
タの画面上に内視鏡画像のみならず患者データ等も表示
されるようになっている。そして、この患者データをキ
ーボード等の入力装置を介して入力する際にはこのモニ
タが用いられる。このため、電子内視鏡装置のモニタに
は見易さが要求されるともに、キーボードと合わせた操
作性や使い勝手の良さが望まれていた。
【０１４５】図２４は、電子内視鏡装置の構成を説明す
るための図である。図２４に示すように電子内視鏡装置
１００は、電子内視鏡１０１と、プロセッサ１０２と、
このプロセッサ１０２に接続されて内視鏡画像等を表示
するモニタ１０３と、前記プロセッサ１０２に接続され
各種データ入力やシステム制御等を行なうキーボード１
０４と、内視鏡画像データ等を記録する各種記録機器１
０５とで構成されている。プロセッサ１０２は、この電
子内視鏡１０１の先端部に内蔵された図示しないＣＣＤ
の制御を行うと共に、このＣＣＤで撮像された被検体の
内視鏡画像を所定の映像信号に処理する回路等を備えて
いる。
【０１４６】前記プロセッサ１０２には少なくとも、前
記電子内視鏡１０１より得られた映像信号に対するアナ
ログ・デジタル変換や色補正、輪郭強調、ホワイトバラ
ンス処理等を行なう映像信号処理部１１１、ＣＰＵ（中
央処理ユニット）１１２、メモリ１１３、図示しないア
ドレスバス及びデータバス（図示せず）、メモリアドレ
スコーダ、Ｉ／Ｏアドレスデコーダ等のデコーダ１１
４、各種入出力ポートとして前記電子内視鏡１０１に接
続されるスコープコネクタ１１５、前記モニタ１０３に
接続される映像信号出力コネクタ１１６、前記キーボー
ド１０４に接続されるキーボードコネクタ１１７、前記
記録機器に接続されるリモートコネクタ１１８、文字描
画を行なう表示コントローラ１１９等を備えている。さ
らに、例えばプロセッサ１０２のフロントパネル等には
外部入力手段としての操作パネル１２０が設けられてい
る。なお、符号１２１はキーボードコントローラー（Ｋ
ＢＣ）であり、符号１２２はパラレル入出力回路（ＰＩ
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Ｏ）である。
【０１４７】図２５は、モニタ画面に表示される画面の
一例を示す図である。図２５に示すように、前記モニタ
１０３の画面上には電子内視鏡装置に患者データを事前
登録するための画面、いわゆる登録画面１２３が表示さ
れる。また、図２６は、モニタ画面に表示される画面の
他の例を示す図である。図２６に示すように、モニタ１
０３の画面上には前記登録画面１２３によって登録され
た患者データ等を呼び出す、いわゆる呼出画面１２４が
表示される。
【０１４８】これらの画面１２３、１２４はともに、所
定の操作を行うことによりモニタ１０３の画面上に表示
されるようになっている。
【０１４９】つまり、前記登録画面１２３は、前記キー
ボード１０４に設けられている所定のファンクションキ
ーである図示しない「登録キー」を選択することにより
モニタ１０３の画面上に表示される。なお、このキーボ
ード１０４を介してこのプロセッサ１０２のメモリ１１
３に登録可能な人数は予め定められており、規定数より
多くの患者データを登録することはできないようになっ
ている。
【０１５０】前記「登録キー」を押下すると、前記メモ
リ１１３に既に登録されている患者データがある場合に
図２５に示すようにその患者名が表示される（患者名
は、図２５の１から３に記号で示してある。）。そし
て、前記メモリ１１３に登録されている患者データ数
が、登録可能な最大データ数に満たない場合には未登録
分であることを示す“No Data”の文字が画面上に表示
される。この登録画面１２３で、「No Data」を選択す
ると、患者データの事前登録を指示にしたがって行なう
ことが可能になる。
【０１５１】一方、前記呼出画面１２４は、キーボード
１０４に設けられている所定のファンクションキーであ
る図示しない「呼出キー」を選択することによりモニタ
１０３の画面上に表示される。この「呼出キー」を押下
すると、前記登録画面１２３にて事前に登録された患者
名の一覧が表示される。そして、この患者名一覧の中か
ら任意の患者名を選択すると、患者名に対応して登録さ
れている患者データである例えば、名前、ＩＤナンバ
ー、生年月日等がモニタ１０３の内視鏡画面上に表示さ
れる（図示せず）。
【０１５２】また、本実施形態の内視鏡装置１００では
前記登録画面１２３を表示中に、キーボード１０４に設
けられている所定のファンクションキーである「切替キ
ー」を押下すると、直ちに呼出画面１２４に移行するよ
うになっている。すなわち、登録画面１２３にて患者デ
ータを事前入力した直後にそのデータを呼び出したい場
合には、登録画面１２３を一度終了させて「呼出キー」
を押下するという煩雑な操作を行うことなく、「切替キ
ー」を押下するだけで呼出画面１２４に移行する。な
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お、同様に、前記呼出画面１２４を表示中に、キーボー
ド１０４に設けられている所定のファンクションキーで
ある「切替キー」を押下することにより、直ちに登録画
面１２３に移行する。
【０１５３】このように、「切替キー」を設けることに
より、キーボード操作を簡略化して操作性を大幅に向上
させることができる。
【０１５４】なお、上述した実施形態においては「切替
キー」を、キーボードに設けたファンクションキーとし
ているが、この「切替キー」はファンクションキーに限
定されるものではなく、他のオペレーションに使用しな
い任意のキー、例えば「カーソル」キーや「Ｔａｂ」キ
ー等であってもよく、複数のキーを組み合わせて、例え
ば「Ｃｔｒｌ」キー＋「Ｆ１」キー等で呼び出すように
してもよい。
【０１５５】また、「切替キー」を押下した際に移行可
能な画面は、前記登録画面１２３と前記呼出画面１２４
とに限ったものではなく、図示しないシステム設定画面
など他の画面に切り替えられる構成であってもよい。
【０１５６】図２７は、電子内視鏡装置の他の構成を説
明するための図である。図２７に示すように内視鏡画像
データを記録するためにプロセッサ１０２に接続される
記録機器１０５を例えばプリンタ１０６にする場合、こ
のプリンタ１０６にプリントアウト時、印画用紙上に任
意のキャプションとして例えば病院名、コメント等、ユ
ーザーが任意に入力したり、指定した文字を印刷する機
能を持たせている。そして、このキャプションの入力
を、プリンタ１０６本体にて行なう以外に、前記プロセ
ッサ１０２からのリモートコントロールにより入力を行
なうことを可能にしている。その他の構成は上述した他
の実施の形態と同様であり、同部材には同符合を付して
説明を省略する。
【０１５７】ここで、プロセッサ１０２からのリモート
コントロールによるキャプション入力について説明す
る。図２８は、モニタ画面上に表示される画面の例を説
明するための図である。
【０１５８】例えば、術者がモニタ１０３の画面上に表
示されている内視鏡画像を観察している最中にキャプシ
ョン入力を行いたいと思ったとき、術者はキーボード１
０４に設けられている所定のファンクションキーである
「キャプションキー」を押下する。すると、図２８に示
すように前記モニタ１０３の画面上に表示されていた内
視鏡画像１２５にキャプション入力専用のウィンドウで
あるキャプション入力ウィンドウ１２６が表示されて、
キャプション入力待機状態になる。
【０１５９】ここで、術者は、任意のキャプションを前
記キーボード１０４を介して入力する。このことによ
り、プリンタ１０６から印画用紙を出力させたときに前
記キャプション入力ウィンドウ１２６に入力されたキャ
プションが内視鏡画像とともに所定位置に印刷される。
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【０１６０】このように、キャプションウィンドウ１２
６を用いてキャプションを入力する場合、プロセッサ１
０２に接続されているキーボード１０４を操作するだけ
でキャプション入力を行えるので、プリンタ本体からキ
ャプションを入力する場合に比べ、操作が容易である。
【０１６１】但し、「キャプションキー」はキーボード
１０４に設けたファンクションキーに限定されるもので
はなく、他のオペレーションに使用しない任意のキー、
例えば「カーソル」キーや「Ｔａｂ」キー等であっても
よく、上述したように複数のキーを組み合わせるもの、
例えば「Ｃｔｒｌ」キー＋「Ｆ２」キー等であってもよ
い。
【０１６２】なお、電子内視鏡装置１００においては、
キーボード１０４により患者データ等を入力する場合や
キャプションを入力する場合、ＡＳＣＩＩ入力による英
数字の入力、ローマ字入力によるカタカナの入力、カナ
入力によるカタカナの入力等、異なる入力モードによる
入力が可能になっている。
【０１６３】これらの入力モードの切替は、キーボード
１０４に設けた所定のファンクションキーである「入力
モード切替キー」によって行なえる。
【０１６４】具体的には、電源投入時におけるキーボー
ド１０４の入力モードはＡＳＣＩＩ入力モードである。
この状態で、前記「入力モード切替キー」を押下すると
入力モードがローマ字入力モードに切り換わる。次に、
この状態で「入力モード切替キー」を押下すると入力モ
ードがカナ入力モードに切り換わる。さらにこの状態
で、「入力モード切替キー」を押下すると入力モードは
再びＡＳＣＩＩ入力モードに切り換わる。つまり、「入
力モード切替キー」を押下する度に、入力モードがトグ
ル式に、ＡＳＣＩＩ→ローマ字→カナ→ＡＳＣＩＩ→…
の順に切り替わっていく。このことにより、ユーザーは
入力モードの切替操作を容易に行える。
【０１６５】そして、本実施形態においては現在の入力
モードがＡＳＣＩＩ入力モードなのであるか、ローマ字
入力モードであるか、カナ入力モードであるかをユーザ
ーが明瞭に視認できるように、入力モード毎にカーソル
の色を変えて表示させている。
【０１６６】すなわち、例えばＡＳＣＩＩ入力モード時
にはカーソルを白色で表示し、ローマ字入力モード時に
はカーソルを緑色で表示し、カナ入力モード時にはカー
ソルを青色で表示するようにしている。このことによ
り、ユーザーは、入力モードの切替操作を行なった際、
画面に表示されているカーソルの色を見て瞬時に入力モ
ードの識別を行なえる。
【０１６７】なお、入力モードを切り替える「切替キ
ー」はキーボード１０４に設けたファンクションキーに
限定されるものではなく、他のオペレーションに使用し
ない任意のキー、例えば「カーソル」キーや「Ｔａｂ」
キー等でもよく、複数のキーを組み合わせたもの、例え
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ば「Ｃｔｒｌ」キー＋「Ｆ３」キー等でもよい。また、
入力モード毎に割り当てるカーソルの色は前述した色に
限定されるものではなく、それぞれのモード毎に好みの
色を割り当てるようにしてもよい。
【０１６８】ところで、前記電子内視鏡１０１より得ら
れた映像信号に対して映像信号処理部１１１で行なう種
々の信号処理の１つに測光がある。この測光は、映像信
号処理部１１１で、ＣＣＤの画素毎に映像信号の輝度を
検知し、ＣＣＤの総画素領域のうち明るい部位と暗い部
位とを判別し、その結果から行う。そして、前記総画素
領域の大部分を内視鏡画像としてモニタ１０３の画面上
に表示させる場合にはＣＣＤの総画素領域に対しての測
光を行なえばよいが、総画素領域のうちの中央部分のみ
をモニタ１０３に表示させる構成の場合にはモニタ１０
３に表示されてないＣＣＤ中央部周囲の測光結果も含め
て測光すると適切な調光を行えない。
【０１６９】そこで、プロセッサ１０２にて状況に応じ
た測光領域Ａの選択を行なえるように、総画素領域の大
部分を内視鏡画像としてモニタ１０３の画面上に表示さ
せる場合には図２９に示すように全面測光による測光を
行う。図２９は、全面測光を説明するための図である。
図２９において、斜線の部分、すなわち画面全体の領域
Ａが測光領域となる。総画素領域のうち中央部分のみ内
視鏡画像としてモニタ１０３の画面上に表示させる場合
には図３０に示すように、中央重点測光にて測光を行な
うようにする。図３０は、中央重点測光を説明するため
の図である。図３０において、画面の中心の矩形の領域
Ａが測光領域となる。そして、この測光方式の切替を図
３１に示すシステムセットアップ画面１２７で行なう。
図３１は、これらの測光方式を切替をするための画面の
例を示す図である。
【０１７０】前記システムセットアップ画面１２７は、
キーボード１０４に設けた図示しない所定のファンクシ
ョンキーである「システムセットアップキー」を押下す
ることにより表示される。このシステムセットアップ画
面１２７には「Ｆｕｌｌ」１２８と「Ｃｅｎｔｅｒ」１
２９との２つの測光モードがあり、「Ｆｕｌｌ」１２８
を選択すると図２９に示した全面測光状態になり、「Ｃ
ｅｎｔｅｒ」１２９を選択すると図３０に示した中央重
点測光状態になる。
【０１７１】従って、ユーザーは、システムセットアッ
プ画面１２７を表示させることによって容易に測光方法
を選択して最良の調光状態での観察を常に行うことがで
きる。
【０１７２】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【０１７３】なお、以上説明した構成から、次の付記に
示す構成に特徴がある。
【０１７４】［付記項］
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（１）被写体を照らす照明光を出射するランプと、この
ランプを点灯させるための電力を供給する電力供給手段
とを具備する内視鏡装置において、前記ランプ若しくは
このランプ近傍に配置され、ランプに関わる所定の条件
を検出する条件検出手段と、この条件検出手段の検出結
果に基づき、前記ランプの状態を告知する告知手段とを
具備することを特徴とする内視鏡装置。
【０１７５】（２）前記条件検出手段は、前記ランプ又
はランプ近傍の温度が所定の温度以上であるか否かを検
出する温度検出手段であることを特徴とする付記項１記
載の内視鏡装置。
【０１７６】（３）前記条件検出手段は、前記電力供給
手段からランプに供給される電流又は電圧が、所定の電
流値又は所定の電圧値以下であるか否かを検出する電力
検出手段であることを特徴とする付記項１記載の内視鏡
装置。
【０１７７】（４）さらに、前記内視鏡装置が有する複
数のランプの中から、ランプを選択するする選択手段
と、前記選択手段が選択しているランプが適正位置にあ
るか否かを判定する判定手段と、を有し、前記告知手段
は、前記判定手段により前記選択手段で選択されたラン
プが適正位置にないと判定されたとき、該適正位置にな
いことを告知することを特徴とする付記項１記載の内視
鏡装置。
【０１７８】（５）さらに、前記複数のランプを保持す
るランプホルダを有し、前記選択手段は、選択されたラ
ンプを照明光路中に配置すると共に、選択されない他の
ランプを照明行路外の待機位置に配置するよう、前記ラ
ンプホルダを移動する移動部材であり、前記判定手段
は、前記複数のランプのうちの少なくとも１つが所定の
位置に配置されているか否かを検知する位置検知手段で
あることを特徴とする付記項４記載の内視鏡装置。
【０１７９】（６）前記告知手段は、前記検出手段によ
り検出されたランプに関わる所定の条件に対応する所定
の視覚的情報を所定の表示手段に表示するよう、該表示
手段の表示制御を行う表示制御手段であることを特徴と
する付記項１記載の内視鏡装置。
【０１８０】（７）前記告知手段は、前記検出手段によ
り検出されたランプに関わる所定の条件に対応する所定
の音を発生させる発音制御手段であることを特徴とする
付記項１記載の内視鏡装置。
【０１８１】（８）前記告知手段は、前記温度検出手段
により所定の温度以上となったことが検出されたとき
に、ランプが所定の温度以上であることを示す所定の視
覚的情報を所定の表示手段に表示するよう、該表示手段
の表示制御を行う表示制御手段であるであることを特徴
とする付記項２記載の内視鏡装置。
【０１８２】（９）前記告知手段は、前記温度検出手段
により所定の温度以上となったことが検出されたとき
に、ランプが所定の温度以上であることを示す所定の音*

30
*を発生させる発音制御手段であることを特徴とする付記
項２記載の内視鏡装置。
【０１８３】（１０）前記告知手段は、前記電力検出手
段により、ランプに供給される電流が所定の電流値以
下、又はランプに供給される電圧が所定の電圧値以下で
あることが検出されたときに、ランプに供給される電流
又は電圧が所定の電流値以下又は所定の電圧値以下であ
ることを示す所定の視覚的情報を所定の表示手段に表示
するよう、該表示手段の表示制御を行う表示制御手段で
あることを特徴とする付記項３記載の内視鏡装置。
【０１８４】（１１）前記告知手段は、前記電力検出手
段により、ランプに供給される電流が所定の電流値以
下、又はランプに供給される電圧が所定の電圧値以下で
あることが検出されたときに、ランプに供給される電流
又は電圧が所定の電流値以下又は所定の電圧値以下であ
ることを示す所定の音を発生させる発生制御手段である
ことを特徴とする付記項３記載の内視鏡装置。
【０１８５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
ランプの消灯や光量低下の原因を使用者に告知し、ラン
プを正常に点灯させる処置を速やかに行える内視鏡装置
を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】電子内視鏡装置の構成を説明するための構成図
である。
【図２】電子内視鏡の構成を示す説明するための図であ
る。
【図３】第一の実施の形態に係る内視鏡装置本体内の構
成を説明するためのブロック構成図である。
【図４】内視鏡装置本体内に設けたランプ近傍を冷却す
るランプと冷却流路との位置関係を説明するための図で
ある。
【図５】温度検出動作部の切替えスイッチの動作を説明
するための図である。
【図６】内視鏡観察画像の例を示す図である。
【図７】告知状態の内視鏡観察画像の例を示す図であ
る。
【図８】内視鏡システム全体の構成を示すブロック図で
ある。
【図９】図８中の光源部の具体的な構成を示す図であ
る。
【図１０】ランプ温度異常発生時のＣＰＵの処理を示す
フローチャートである。
【図１１】本発明の第二の実施の形態に係る内視鏡装置
本体の構成を説明するためのブロック図である。
【図１２】ランプのタングステンが溶断した状態を説明
するための図である。
【図１３】ランプのタングステンに溶着部が形成された
状態を説明するための図である。
【図１４】第二の実施の形態に係わる内視鏡システムの
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光源部の具体的な構成を示す図である。
【図１５】ランプ電流／電圧異常発生時のＣＰＵの処理
のフローチャートである。
【図１６】本発明の第三の実施の形態に係る内視鏡装置
本体の構成を説明するためのブロック図である。
【図１７】第１ランプを照明用ランプとして使用してい
る状態を説明するための図である。
【図１８】第２ランプを照明用ランプとして使用してい
る状態を説明するための図である。
【図１９】第三の実施の形態に係わる内視鏡システムの
光源部の具体的な構成を示す図である。
【図２０】Ｂランプが光路上に位置する場合を説明する
ための図である。
【図２１】Ａランプが光路上に位置する場合を説明する
ための図である。
【図２２】ランプ位置異常発生時のＣＰＵの処理のフロ
ーチャートである。
【図２３】電子内視鏡装置の概略構成を説明するための
ブロック図である。
【図２４】電子内視鏡装置の構成を説明するための図で
ある。
【図２５】モニタ画面に表示される画面の一例を示す図
である。
【図２６】モニタ画面に表示される画面の他の例を示す
図である。
【図２７】電子内視鏡装置の他の構成を説明するための
図である。
【図２８】モニタ画面上に表示される画面の例を説明す
るための図である。
【図２９】全面測光を説明するための図である。
【図３０】中央重点測光を説明するための図である。
【図３１】これらの測光方式を切替をするための画面の
例を示す図である。
【符号の説明】 *
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*１、２０１・・・内視鏡
２、２Ａ・・・内視鏡装置本体
２ａ・・・装置コネクタ
２ｂ・・・照明光用コネクタ
２ｃ・・・電気信号用コネクタ
３・・・キーボード
１１・・・挿入部
１２・・・操作部
１３・・・ユニバーサルコード
１４・・・先端構成部
１５・・・湾曲部
１６・・・可撓管部
１７・・・湾曲操作ノブ
１８・・・内視鏡コネクタ
１８ａ・・・照明コネクタ
１８ｂ・・・信号コネクタ
１９・・・ＣＣＤ
２０・・・信号ケーブル
２１・・・ライトガイド
２２、６１ａ、６１ｂ・・・ランプ
２３、２３ａ、２３ｂ・・・光源部
２６・・・冷却用ファン
２８・・・冷却流路
２８ａ・・・吸引口
２８ｂ・・・排気口
２７・・・温度検出動作部
３０・・・プロセッサ部
３１・・・ＣＰＵ
３２・・・信号処理部
３３・・・警報告知部
６２・・・ランプホルダ
６３・・・レバー
２２４・・・ランプ温度検出部
２３１・・・スコープコネクタ

【図１】 【図４】 【図５】
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